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株式会社 ぶんか社
 


眼鏡カレシと甘濡れキッチン　〜淫らなオクチで召し上がれ〜





黄田原秋生・著

藤村綾生・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　人の行き交うターミナル駅に隣接した商業ビルの、おしゃれでちょっと高級な料理教室、それが私の仕事場だ。子供の頃からお料理が好きで、調理師学校を出てから、この大手の料理教室チェーンに講師として就職した。最初は仕事も楽しかった。でも、毎日代わり映えのない業務を十年近くも続けていると、もう面白味も無くなって私はだいぶ飽きていた。

　何より、ここには出逢いが無い！　全く無い！

　生徒さんはかわいいけれど、だいたいが花嫁修業のお嬢様や、セレブな奥様ばかりだった。たまに男性向けに料理イベントなども開くけれど、高額な料金設定もあってか、定年退職後に料理を習いたいというおじさんや、共働きの奥さんに通わされている旦那さんとか、そんな生徒さんばっかりだった。

「奈な々な美み先生、この魚は、どうやっておろせばいいんですか？」

　生徒さんから呼ばれる。私は、セミロングのダークブラウンの髪をさっと後ろでまとめて、その生徒さんの方を見た。お化粧も髪色も髪型も、『料理教室の先生』に見えるように会社から指導されるので、なかなかおしゃれもできない。顔はたぶん十人並みだし、スタイルだって普通だ。たまにはキレイな格好でお仕事がしたい、なんて思いながら、私は地味な、講師用に指定されているエプロンのスソを引っ張りながら歩いていった。

　二十代半ばのその生徒さんは、来年結婚が決まったとかで、花嫁修業でウチの講習に通ってきている。結婚を控えた女性ってこんなにかわいくなるのか、旦那さんは幸せ者だ、なんて、そんなことを考えてしまうぐらい、彼女は幸せオーラに包まれて、きらきら輝いて見える。結婚っていいなぁ、とうらやましく思いながら、私はその生徒さんに指導をする。

　今日の講習のメニューは「鯵あじと梅肉のフライ」だ。おしゃれな料理の方が人気があるのかと思うけれど、実はこういう『おふくろの味』の講習も、根強い人気がある。

「鯵の三枚おろしですが、まず、ぜいごを取ります」

　私は生徒さんにわかりやすいように、説明しながら手元の魚をさばく。頭を落とし、ぜいごを取り、エラと内臓をかき出し、背骨に沿って出刃包丁を入れていくと、あっと言う間に鯵の身と骨がきれいにはがれていく。生徒さん達の感心したような目線が気持ちいい。

「では、皆さんも、お手元の鯵をさばいていきましょう！」

　明るく言ってみるが、生の魚に触るのが怖い生徒さんも多い。私は調理台の前で固まっている若い生徒さんの手を取って、コツを教えていく。生徒さんの爪にはキレイにネイルがしてあって、私はそれもうらやましい。会社の方針で、講師はネイル禁止なのだ。食品を扱う手前、しょうがないとあきらめてはいるけど、キレイなネイルを私もしたいと、ちょっとだけ憧れている。

「……先生、手を切ってしまいそうでこわいです」

「よく切れる包丁なので、かえって安心なんですよ。こちらに指を置いて、骨に沿わせて包丁を入れて、そうです、上手です」

　その時、私を見つめる視線に気づいた。

教室は、駅ビルの中を通る人にも見えるように、基本的にオープンキッチンになっている。講習を受けていることを内緒にしたい生徒さんや、個人的な講習を希望する生徒さん、または有名人の生徒さんもちらほらいるので、奥には小さなサブキッチンも二部屋ほど用意しているが、今、私が講習をしているのはオープンな方のキッチンだ。

（熊？）

　そのキッチンの大きな窓に一瞬、何か熊のような動物がいたような気がした。まさか。ぎゅ、と目をつむってもう一回そっちの方を見てみれば、そこには男性が立っていた。

　茶色のもこもことしたフリースの上着に、黒のコーデュロイのパンツ。脇にはやっぱり茶色のクラッチバッグを持って、教室の中を見ている。黒のさっぱり揃えた短い髪は、ちょっとだけクセがついていて、耳の上のとこがぴょんとはねている。

（あ、人間か）

　そんな当たり前のことを思ったし、次にその人の背の高さに驚いた。少しかがんでいるような体勢なのに、教室の窓枠のぎりぎりのところに視点があって、見下ろすように覗き込んでくる。百九十センチ近くはあるんじゃないだろうか。オーバル型の眼鏡の奥の瞳は、細く開いたまぶたに隠れて見えなかったけど、イヤな感じはしなかった。なんだか笑って見えるようなそんな糸みたいな目に、私もつい微笑みを返してしまう。背も高く、横幅もそれなりにある、そんな男性がもこもことしたフリースを着ているのだ。だから熊さんみたいに見えたんだな、なんて考えた。

　その人は私の笑顔に気づくと、同じように笑って会釈を返してきた。そのまま人の流れに乗って駅の方へと歩いていく大きな背中を、私はぼんやりと見つめていた。
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「……奈々美先生？」

　生徒さんのかけてくる声に、慌てて向き直る。私はまた、端の方から鯵の三枚おろしを教えながら調理台を移動していく。それでも、さっきの男性のことが、心のどこかから離れないでいた。




「山やま川かわさん、お疲れさまです！」

　講習が終わって講師控え室に戻ると、後輩が声をかけてきてくれた。

「やだなぁ、魚臭い〜」

　指の先の臭いを嗅ぎながら、私はグチをこぼす。

「魚の生臭いのって、なかなかとれませんよねぇ」

「何回もハンドソープで洗ったのになぁ……」

　同じ年代の講師同士、悩みは似たようなものだ。同じようにおしゃれもしたいし、同じように結婚もしたい。

「最近、婚活はどうですか山川さぁん〜」

「ぜんぜんダメ！　私が料理の講師してるって言うと、『料理好きで家庭的なんですね』とか、『僕のために料理を作って欲しい』とか、そんなのばっかり。仕事で料理してるのに、家でも料理なんかしたくない〜！」

「ですよね、わかります！　私も彼に言われるんですけど、家で料理したくないです……」

　後輩には同棲中の彼氏がいるのだけれど、結婚話は出してくれないらしい。そんな二十代後半の女二人なもんだから、つい本音も出る。

　料理は好きだけど、家事全般は嫌いだし、家庭的なんてとても言えない。誰かのために料理を作る、なんてのも面倒臭い。でも、結婚はしたいし、この仕事にも飽きてきている。

（どうしたらいいんだろうなぁ……）

　そんなことがいつも頭に浮かんで、私は焦るばっかりだった。

（あの人も、こんな料理を作って欲しい、とか思いながら覗いていたのかな）

　さっき教室の窓から覗いていた、背の高い男性のことを思い出す。背も高くて横幅もあって、熊さんみたいだったな、そんなことを考えていると、自然と口元がほころんでしまう。

「山川さん、何かいいことあったんですか？」

「え！　何も無いって！」

　後輩に声をかけられて、慌てて顔の前で手を振って否定する。その時の私は、いいことなんか、本当に何も無かったのだ。




　十日ほど経って「教室を覗いていた男性がいた」なんてことも忘れてしまった頃、私はその男性と再会した。

　それは全六回の初心者向け家庭料理コースの、一回目の講習だった。初回講習というのは大事だ。初めて包丁を握るような生徒さんもいるし、気を遣う。講師控え室の鏡の前で、髪型とお化粧、服装をチェックし、時間通りに教室のオープンキッチンへ向かう。今日の生徒さんは八人。四台の調理台に二人ずつ座ってもらおう。事前にプロフィールはざっと読んでいたので、珍しく男性がいることは知っていた。会社帰りでも通える夜からの講習のせいか、この時間帯にはたまに男性も来る。

「こんばんは」

　声をかけながら教室に入っていくと、緊張したような生徒さんの視線が私に注がれる。

（あれ？）

　なんとなく、見覚えがあるような姿に私は気づいた。教室を見渡すと、一人の大きな男性に視点が止まる。

（熊さんだ）

「……皆さんこんばんは。講師の、山川奈々美と申します。短い間ですが、よろしくお願いいたします」

　いつも通りの挨拶をしながら、私は、その熊さんから目が離せなかった。

　この前、このキッチンを覗いていたのは、教室を受講したかったからなのだろうか。そんなことを考えながら、手元のプロフィールが載ってるファイルをめくって、熊さんの名前を確認する。光みつ村むら真まさ人と、三十三歳。既婚かどうかは、個人情報のために載ってはいない。

　私の名誉のために弁解するけれど、いつもは男性の生徒さんがいても、こんな詮索するようなことはしない。なぜか私は、その熊さん、光村さんのことが気になってしょうがなかった。

「……では、皆さんも簡単で結構ですので、自己紹介をお願いいたします。後列の光村さんからどうぞ」

　私に名前を呼ばれた光村さんは、周りを見回しながら立ち上がった。座ってる間は少し猫背のせいか目立たなかったけれど、やっぱり背が高い。百九十センチ近い背丈に、他の生徒さんが少しざわついた。

「ええと、僕は、みつむらまさと、と言います。ここの上の階の税理士事務所に、税理士として勤めています。料理はほとんど初めてで、包丁に触ったのは家庭科の授業ぐらいです。女性ばかりで緊張していますが、皆さん、よろしくお願いいたします」

　優しそうな低い声で、照れながら自己紹介をする光村さんは、やっぱり熊さんっぽく見えた。今日は仕事帰りなのか、ワイシャツに水色のエプロンをしていたけれど、スソが短くて子供用エプロンのようで、かわいらしく見える。

　今回は初心者向けの教室、ということで、他の生徒さんはみんな二十代前半の女性ばかりだった。初回の講習のメニューは定番の肉じゃがで、みんな真剣に玉ねぎを剥き始める。

「では、次に、お手元のレシピを見ながら、じゃがいもを包丁で剥いていきましょう」

　包丁を握るのに慣れていない、という生徒さんも多い。光村さんもおぼつかない手つきでじゃがいもを剥いていく。彼の大きな手に掴まれると、じゃがいももまるで里芋みたいだ。

「光村さん、失礼します。包丁ですが、なるべく皮に添わせて、剥いた皮を親指で押さえて、そうです、上手ですね！」

　自然と、光村さんの指に触れてしまった。眼鏡に隠れて見えにくかったけれど、顔を見上げればまぶたが細くなっているのがわかった。

「……はい、ええと、山川、先生？」

「呼びにくければ、奈々美先生でもいいですよ？」

　愛想良く微笑みかけると、少し、光村さんの表情も柔らかくなる。

「では、遠慮無く。よろしくご指導ください、奈々美先生」

　丁寧で茶目っ気のある台詞と、優しそうな声に私の胸の中もなんだかあったかくなった。

　離れて見ていた時は、光村さんは少しぽっちゃりしているのかと思っていたけど、隣に立ってみると違う。何かスポーツでもやっていたのか、めくった袖から見える腕は筋肉質で逞たくましい。背が高いせいか胸もちょうど私の目線ぐらいで、ワイシャツのボタンも胸板の厚さに負けて、少し引っ張られているのも目についてしまう。

（すごい、かっこいい身体……）

　横の光村さんの厚い胸板に、私はちらちら視線を送る。あまりじろじろ見ては、気づかれるかもしれないと思いながらも、私は光村さんの男らしい身体から目を離せなくなっていた。

「先生、このプリントにじゃがいもの芽を取る、とあるんですけど、コツはありますか？」

「はい、それはですね……」

　見とれていたんだろうか、ちょっとボーッとしていた私に、他の生徒さんが質問をしてくる。私はなごり惜しかったけれど、光村さんから離れて指導を始めた。

　その日から、私は光村さんに会うのが楽しみになった。週一回の講習が待ち遠しくなる。もちろん、他の生徒さんに気付かれてはいけないので、指導の時にさりげなく近づいたり、最後に作った料理を食べるときに世間話をしたり、それぐらいしかできなかったけれど、どうやら私は浮かれていたらしい。




「山川さん、最近、浮かれてませんか？」

「えっ？」

　講師控え室で後輩からそう声をかけられ、私は挙動不振になった。

「そ、そんなことないけどなぁ〜」

「そうですかぁ？」

　ごまかそうとするけれど、目が泳いでしまう。

「なんにも無いって！」

「初心者コースの、あの大きい人、光村さんでしたっけ？　知らなかったなぁ、山川さん、ああいう真面目そうな人がタイプなんですね〜」

　後輩は勘がいい。ニヤニヤしながらからかわれて、ますます私は赤面する。

「もぉ〜、やめてって！」

　真っ赤になってしまう私に、後輩は意外な言葉を言ってきた。

「ま、いいですけどね……私、月末に退職することになりましたし」

「え？」

　びっくりして言葉が出ない私に、後輩は続けてくる。

「妊娠しちゃったんですよね。ここ、立ち仕事だし、彼もいい顔しないし、つわりに入る前に有給消化して辞めないと、って話になって」

「そ、そうなの。おめでと……」

「山川さんにもシフトでご迷惑おかけしちゃうと思うんですけど、ほんとすいません……」

「うん、それは、いいんだけど」

　どうせ私はなんにも予定が無いし、なんてそんなことを言いそうになって慌てて止めた。そんな嫌味なんか言っても、自分がみじめになるだけだ、なんてわかっている。

　でも私は、すごく落ち込んでいた。

　仕事にもそんなに情熱が持てないし、かといって結婚のために男性にアプローチできる訳でもない。何もかも中途半端な自分に、本当に嫌気がさしていたのだ。

　その上、最初の頃は年齢も上だし、女性の中で浮き気味だった光村さんも、講習後の食事で周囲と話すようになり、正直、私は気が気じゃなかった。生徒さんはみんな私より若いし、おしゃれでかわいい。焦ってはいたけど、うまく距離を詰めるなんて器用なことは、私にはできない。

　それでもがんばって、みんなでおしゃべりしながらの食事の時間に、彼が独身だということや、お兄さんが結婚して実家にいるので、家を出て一人暮らしをしていること、学生時代にラグビーをしていて、体格が良くなってしまったこと、そんなことを聞き出していた。

「一人暮らしだと、ラーメンやコンビニ弁当ばかりになってしまって……ここの講習で、週に一回でも栄養バランスのいい夕食をとれるのは、本当にありがたいです」

　頭をかきながら恥ずかしそうに言うのに、胸がきゅんとする。

（光村さんのためなら、家で料理を作ってもいいかも）

　そんなことも頭に浮かんで、まだ恋人でもなんでもないのにバカみたいだと、自分で呆あきれてしまう。

「そういえば、奈々美先生の教えてくれた肉じゃが、この前の日曜に家でも作ってみましたよ」

　眼鏡の奥の瞳を細めながら、光村さんがスマホの画面を見せてくる。

「少し味が濃くなってしまったのと、あと彩りのサヤインゲンを忘れてしまって、あまり美おい味しそうではないのですが……」

　恥ずかしそうに言うので覗き込んでみたけれど、ちゃんとした肉じゃがが写っていた。確かにちょっと色は濃かったけれど、きれいに盛りつけされている。

「美味しそうにできてますね」

「私も食べたーい！」

　同じように画面を覗いていた生徒さん達も、そんなことを言ってくる。

「外見はなんでもいいんです。光村さんが美味しく食べられたら、それで成功です」

　私が言い切ると、光村さんがほっとしたようにうなずいた。

「……奈々美先生にそう言って頂けると、とても、嬉しいです。光栄です」

　照れくさそうな彼の、猫背気味の背中がぴんと伸ばされ、普段は眼鏡と切れ長のまぶたに隠れている目が、私をじっと見つめてくる。ちょっと濃い目の茶色でいつもは温厚で穏やかな瞳が、今は少し危険な色をはらんで輝き、私をとらえて離さない。はっきりとした低い声と情熱を秘めたようなその表情に、私の胸がドクン、と高く跳ね上がった。「癒やし系の熊さん」なんて、そんな風に思っていたけれど、ちょっと違うのかもしれない。

（もっと、彼のことを知りたい）

　早まる鼓動を意識しながら、私は赤くなる頬をごまかすのに必死だった。




　全六回の初心者コースは、あっと言う間に終わってしまう。最終回の講習の後、光村さんに話しかける機会はあるだろうか。ひそかに期待するけれど、どうしたらいいのかはわからなかった。少し落ち込みながら、私は最後の講習を始めていた。

　その夜の講習のメニューは、「鯖さばの味噌煮」だった。初心者用コースなので、丸のままの鯖をおろすなんてことはしない。あらかじめ用意された鯖の切り身をザルに入れ、私は湯引きの説明をする。

「鯖の切り身にはこうやって熱湯をかけて、魚独特の臭みをとります」

　そんなことを言いながら、お鍋で沸かしたお湯をざっとかける。鯖の表面が白っぽくなり、軽く火が通る。

「……では、皆さんもやってみてください。熱湯ですので、くれぐれもご注意ください」

「はーい」

　私の説明と手元のレシピに従って、生徒さん達がお鍋でお湯を沸かし始める。光村さんと相方の生徒さんのところのコンロを見て、私はちょっと眉根を寄せた。お湯が多すぎると思ったのだ。女性だともしかしたら意外と重くて、こぼしてしまう可能性もあるかもしれない。多分、お鍋を持つのは光村さんなのだろう。そう判断した私はそこの調理台を離れてしまった。

「……えっ？　重たいっ！　きゃあっ！」

「危ない！　うわ、熱っつ！」

　次の瞬間、私の背後で女性の悲鳴と、一拍遅れて男性の声があがる。振り返れば、シンクに大きな湯気の固まりが上がり、アルミの片手鍋が落ちて転がる音がする。

「どうしましたか！！」

　慌てて駆け寄ると、光村さんが相方だった女性をかばうように立っていた。光村さんの水色のエプロンが濡れて、そこから湯気が立つ。女性が片手鍋を持ち、重くて取り落としたのだろう。

　しまった。私のミスだ。

「大丈夫です。ご心配無く……」

　私を制するように片手を上げる光村さんだったが、講師としてそれは聞けなかった。

「いえ、ダメです。これ、お湯がかかったところに当てておいてください！」

　慌てて近くの冷凍庫から氷を出し、ポリ袋に入れて光村さんに渡す。

「な、奈々美先生、すいません、私がお鍋を持てなくて、光村さんに助けてもらって……」

「はい！　あの、あなたは？」

「わ、私は大丈夫です、お湯はかかってないです」

　生徒さんの返事を聞いて、少し胸をなで下ろした。講師室に内線を入れて応援を呼ぶと、今日はシフトが入っていないはずの後輩がやってきた。

「山川さん、応援に来ました〜」

　脳天気な後輩の声に、その場の緊張も緩む。

「……山川さん、ここの続き、私が講習やりますんで、光村さんの手当てをしてあげてください！」

「え？　でもあなた、今日はお休み……」

「いいんです！　急に辞めなくちゃいけないから、今日はその相談でしたし、山川さんにはいっぱいご迷惑おかけしますんで、せめてもの罪滅ぼしです！」

　そんなことを私に言うと、後輩は動揺している生徒さんたちに向き直る。

「はいすみません〜、では今から私が山川先生の替わりに講習をしますので、皆さんは続きをしましょう！」

　わざと明るく言いながら、後輩は大きく手を打った。それを聞いて安心したのか、他の生徒さん達もみんな自分の調理台へと戻っていく。

「……早く、山川さん」

「は、はい！　ありがとね！」

　後輩に急かされて、私は光村さんの手のひらを取って空いているサブキッチンに向かった。その時、初めて彼の手を握ったはずなのだけど、夢中で感触は覚えていない。ただ、彼の火やけど傷がひどくはないか、自分のミスで彼に怪我をさせてしまったのではないか、とそれだけが気がかりだった。




　サブキッチンは個室になっており、窓も無い。そこに、光村さんを案内して、丸椅子に座ってもらう。

「あの、どうでしょうか!?　お湯のかかった所は火傷になっていませんか？」

「……いえ、いただいた氷で冷やしていますし、もう大丈夫です」

「そういうわけにはいきません！　火傷になっていたら大変ですし、脱いで、くださ……い……？」

　私は真っ赤になった。夢中だったとはいえ、座ってもらった光村さんのズボンに手をかけて、二人っきりで、脱いでくれ、と迫っている。

「あの、自分で脱ぎます、ので……」

　私につられたのか、頬を赤らめた光村さんが恥ずかしそうに言う。

「は、はいっ！　こ、これ、タオル、どうぞ……」

　ばたばたと戸棚から備品のタオルを取って渡し、見ないように後ろを向く。私の背後で、同じように後ろを向いた光村さんがカチャカチャとベルトをはずし、ズボンを脱ぐ気配がした。
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「あ〜、大丈夫ですね、太股のとこはちょっと赤くなってますが、大したことはないと……」

「赤く？」

　思わず振り向くと、光村さんのがっしりとした鍛えられたお尻と、筋肉質な太股ももが目に入る。丸く、きれいに筋肉がついて盛り上がったお尻は、まるでスポーツ選手のように格好良くて、私の鼓動が跳ね上がる。慌てて前を向いて、見ないように目をつむり、頬が赤くなっているのがばれないように顔をおおった。

「火傷にはなってません。安心してください」

　優しい声に改めて振り向くと、光村さんは普通にズボンをはいて立っていた。

「お医者さんには……」

「いやいや、そんなものでは無いです。エプロンも撥はっ水すい加工でしたから、お湯はズボンに少し飛んだぐらいでしたよ」

「……良かったぁ……」

　私を安心させようと気を遣ってくれているのか、ゆっくりと低い声で話してくれる光村さんに、思わず胸が苦しくなる。ため息をつき、私も備え付けの丸椅子に座る。

「……ありがとうございました」

　かけられた言葉に顔を上げる。私がお礼を言うことはあっても、光村さんがお礼を言う必要は無いだろう。

「あの、お礼なんて……」

「奈々美先生が、一生懸命に対応してくださって、だから大事に至らなかったんです。ありがとうございます、改めてお礼を言わせてください」

　丸椅子に座った私の前に、光村さんが膝ひざをつく。手を包まれるように握られ、頬が上気するのがわかった。大きな手のひらは、思ったよりもひんやりしていて気持ちが良かった。いつもは見上げていた光村さんに、下から覗き込まれるように視線を送られ、意外に長いまつ毛や、男らしく骨ばったアゴの線などに胸がときめいた。

「その……でも、私の方こそお詫びをしなくては。私のミスで、光村さんに熱い思いをさせてしまいましたし……」

　本当に、お礼なんかとんでもなかった。いくら怪我が無かったとは言え、もちろん講習中の事故だし、報告書は書かなければいけない。

「僕が濡れたぐらいで奈々美先生も、先生の大切な生徒さんも、お二人を守れて良かったです。僕も、無駄に鍛えている訳ではない、と証明できましたし」

　茶目っ気のある台詞は、いつもの光村さんだったけれど、その後に続けられた言葉に、私の頬が熱くなった。

「男の腕は、女性を守るためにあるんですよ？　僕のこの腕で皆さんをお守りできて、それで十分なんです」

　光村さんが右腕を曲げ、大きな力こぶを作って見せる。盛り上がったそれは、鍛え抜かれて逞しくて、私は一瞬、見とれてしまった。

「……いえ、ダメです！」

　私は我に返る。いくら光村さんが固辞しても、それでは私の気が済まない。

「そんな訳にはいきません、本当に、何かお詫びをさせてください！」

「そうですか、お詫び、ですか……」

　私の頑かたくなな言葉を聞いた光村さんは、自分のアゴに手を当てて何かを考えている。

「……もし、その、奈々美先生がお嫌でなければ、僕に個人レッスンをお願いできませんか？」

　光村さんの言葉に、私は大きくうなずいた。

「はい、喜んで！　あの、お詫びですし無料でも……」

「いえ、無料というわけにはいきません。正規の料金をお支払いいたします」

　無料でもいい、という私をさえぎり、光村さんが言葉を挟んでくる。

「……本当に、奈々美先生は真面目で、責任感の強い、素敵な方ですね。あなたがいたので、僕はここに通い始めたんですよ」

「え？」

　光村さんの意外な言葉に、私は顔を上げた。

「いつだか、この教室の前を通りがかったとき、奈々美先生が魚を手際よくさばいていらして、見とれてしまったんですよね。それで、ああ、僕もこんな風に料理をしてみたい、大切な人に自分の手料理を食べてもらいたいなぁ、なんて考えてしまって」

『大切な人』という台詞に、私は固まってしまう。光村さんにも、大切な人がいるんだろうか。

「……料理は本当にすばらしいです。美味しい料理で、大切な人に笑顔を与えられます。奈々美先生の教えてくれた料理で、皆さんや、皆さんの大切な人が笑顔になっているんですよね」

　愛しい人に語りかけるような、そんな優しい言葉に、私の胸がぎゅっと締め付けられ、そして悲しくなった。光村さんには、他に『大切な人』がいるのだろう。その人に食べてもらいたくて、料理を習いに来たのだろう。

　私は、いつの間にか光村さんに恋をしていたことに、その時、やっと気がついた。でももう、遅い。光村さんには、私ではない大切な人がいる。胸が詰まって、鼻の奥がつんと痛い。泣いちゃいけない。私は必死に奥歯を噛みしめて、自分の恋心を飲み込んだ。

「……個人レッスンなのですが、良かったら奈々美先生のお好きなような、若い女性に人気のあるメニューを教えていただけますか？」

「……はい」

　残酷だな、とちょっと思った。光村さんの作った料理を食べられる、彼の大切な人がうらやましかった。でも、しょうがない。私には、光村さんと、光村さんの『大切な人』が少しでも笑顔になれるように、一生懸命メニューを考えることしかできない。

「はい、力足らずかもしれませんが、メニューを考えさせていただきますね！」

　わざと明るく言って、私は立ち上がる。口角を上げて、目を細めて、ぎこちなく笑顔を作ってみた。

「その、家の台所で、僕でも作れるようなメニューでお願いします……まだ、自信が無いもので」

「わかりました、がんばります。なるべく簡単で、美味しくて、女性の好きそうなメニューですね」

　自信の無さげな口調の光村さんに、カラ元気で明るく返す。

「お願いします。……そろそろ教室に戻りましょうか」

「そうだ！　講習、大丈夫だったかな……」

　後輩に任せていた講習を思い出す。お湯をこぼしたどさくさで、全部を押しつけてしまっていた。

「行きましょう、僕も、鯖の味噌煮を食べたいですし」

　光村さんの優しげな笑顔が、まぶしく思えた。この笑顔を向けてもらえる、彼の大切な人になれなかったのは悲しいけれど、それでも彼を応援しよう、と思いながら、私はキッチンスタジオに戻っていった。




　個人レッスンのスケジュールを空けるのは、大変だった。光村さんには「四半期末や決算期でなければ、残業はほとんど無い」と言ってもらえたのだけれど、後輩が一人抜けた穴を埋めるため、調整していた私のシフトがなかなか空かなかった。

　無理矢理に詰め込んだ個人レッスンは、結局、夜の講習の終わったさらに後の、二十一時からになってしまった。

「残業では無いのですか？　無理を言って申し訳ありません」

　個人レッスンの時間を伝えた時に、光村さんは申し訳無がっていたが、この時間以外に空かないのでどうしようも無い。私は、夜の講習が終わった後、サブキッチンで準備をしながら光村さんを待っていた。

「じゃ、山川さんお疲れさまです！」

「締めの業務、お願いしますね。お先に失礼します〜」

「はーい、お疲れさま！」

　後輩の講師や、事務やアシスタントのみんなが続々帰っていく中、私は個人レッスンで使う予定の食材を調理台に並べていった。

　メニューは結局「初心者でも簡単に作れる、おもてなし家庭料理」にした。

　野菜スティックのハニーマスタード添え、ゴーヤチップのサラダ、ガスパチョ、ラタトゥイユ、鮭のオリーブオイル蒸し、ティラミス、そんなメニューだ。私の好物ばかりだったし、きっとこれなら、光村さんの大切な人も喜んでくれる。

　私の恋は成就しなかったけれど、それでも私は光村さんに会えて良かった。彼の大切な人を思い浮かべて、一生懸命メニューを選んだ。

『料理は、大切な人を笑顔にする』

　日々の決まりきった業務の中で、忘れていたそんな心を思い出す。私の仕事は、料理を通じて生徒さんや、生徒さんの大切な人を笑顔にすることなんだと、それを思い出させてくれた光村さんに、私は心の中で感謝をしていた。




「奈々美先生こんばんは、お邪魔します」

「……わ！　こんばんは、光村さん！」

　後ろからかけられた声に、びっくりする。振り返れば、大きな身体の光村さんが、所在なさげに立っていた。

「すいません、受付にどなたもいなくて、このキッチンかと思って入って来てしまったのですが」

「あー、すいません、先に帰っちゃったのかなぁ、ここで大丈夫ですよ」

　私が返せば、光村さんはほっとしたように笑ってくれた。

「今日は、他に誰もいらっしゃらないんですね」

「普段はこの時間は講習を入れませんので……、あ、このビルが閉まるのは二十三時半なので、それには間に合うようにレッスンをします。こちらこそ、遅くに来ていただいてすいません」

「大丈夫です。僕も通行証がありますし、閉じこめられたり、とかは無いですよ。あ、でも、奈々美先生となら閉じこめられてもいいかな？」

　冗談なのだとはわかっていても、正直、ドキリとする。他意はないのだろう、光村さんの冗談に、私は口を開けて笑ってみせる。

「……ここなら食材もありますし、一晩なら大丈夫ですね、あはは」

　冗談には冗談で返そう。私は普段通りに振る舞いながら、光村さんに用意したプリントを渡す。

「今日のレシピです。なるべく簡単にできて、女性に人気のあるメニューを選んであります。ぜひ、大切な方に振る舞ってあげてくださいね」

「美味しそうですね。本当にありがとうございます」

　嬉しそうな光村さんの声に、少し悲しくなった。がんばろう、彼を応援しよう、そう気を取り直して私は講習を始める。

「では、まず、野菜スティックと、ハニーマスタードのディップを作りましょう」

「はい、よろしくお願いします」

　私はシンクのボールに水を溜め、光村さんに指示をする。

「野菜スティックに使う野菜を、まず洗いますね。人参ときゅうりとセロリを取ってください」

「はい」

　すっと光村さんが私の後ろに立ち、野菜を渡してくる。少し距離が近いな、なんて思いながら私は渡された野菜をボールに入れた。

「きゅうりは、板ずりと言って、塩で揉んでアクを取ると食べやすくなります……？」

　おかしい、距離が近すぎる。普段は横に並んでメモを取ったり、真剣に包丁を握ったりしている光村さんが、私の首筋に息がかかるほどの距離にいる。

（え!?）

　いけない、と思った次の瞬間に、私は後ろから抱きすくめられた。大きな身体と腕に囲まれるように抱かれて、身動きなんかとれる訳が無い。

「奈々美先生、いえ、奈々美さん、すいません、キスをさせてくださいっ！」

　光村さんの大きな手に押されて、顔が上を向いてしまう。真剣な顔が目に入り、私は悲しかった。

「……ダメです！　光村さんには、大切な人がいるんでしょう、私なんかと、ダメです！」

　強い力を必死で押し返す。でも、壁みたいに厚くて堅い光村さんの筋肉質な身体と、丸太みたいな腕にはかなわない。こんなことをする人だなんて思ってなかったけど、二人きりになってしまった私も悪い。彼の大切な人を傷つけたくない、そう思っていた。

　しかし、その次の光村さんの台詞に、私は固まってしまう。

「……僕の大切な人は、奈々美さん、あなたです！」

「……えっ？」

　動きが一瞬止まった私の口に、光村さんの厚みのある唇が押しつけられた。ぬる、と熱い何かが唇をかすめて、口元を引き結んでなんとか抵抗しようとしたけれども、アゴをつかまれて強引にこじ開けられ、口の中に舌が入ってくる。

　私は混乱していた。

（光村さんが、私を大切な人、って、どういうことなの？　他に、彼女さんがいるんじゃないの？　今日のレッスンだって、彼女さんに食べさせたかったんじゃないの？）

　頭の中で、疑問がぐるぐる回る。口内に光村さんの舌が挿し入れられ、私の舌が絡め取られ、強い力で吸われる。

「……ぅ、んっ！」

　唇を甘く噛まれて、何度も音を立てて口付けられ、また舌を吸われ、息も全部飲み込まれるようなキスをされて、私の膝が砕けそうになった。光村さんは唇を離すと、ぼーっとした私を調理台に仰向けに押し倒し、上にのしかかってきた。

「……ダメ、です、こんなところで……」

　私はもう、そんなことを繰り返すしかできない。光村さんはいつもの優しい言葉も何も無く、荒い息のまま、私のブラウスのボタンを外していく。

「あっ！」

　ブラジャーもずり上げられ、エプロンの隙間から、私の胸の膨らみが顔を覗かせる。甘い香りが漂った、と思ったら、食材のハチミツを、光村さんが私の胸元にかけていた。

「ひぁ！」

　右の乳首に塗ったハチミツを、光村さんが舐め取った。最初は軽く、舌先が乳首をかすめるぐらいで舐められて、次は強く、音が鳴るほどに吸い上げられて、私の中に甘い電流が流れる。
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「……や、やめてくださ、いっ、光村さん……」

　嫌々と首を振りながら、手で頭を押し退けようとするけれど、きゅうきゅう乳首を吸われるごとに蕩とろけるような快感が背筋を流れて、うまく力が入らない。

「美味しいです……」

　低くつぶやくと、光村さんは今度は左の乳首に吸いついてくる。唾液で濡れた反対側は硬くなって、つんと上を向いて尖りきっていた。

「ひ、ひゃあっ……ん」

　右の乳首を潰すように強く摘まれ、左は熱い舌先で舐められ、ハチミツの甘い香りと一緒に、快感が私の頭の中に満ちていく。 

（抵抗、しなきゃ）

　最後の理性で逃げようとずり上がろうとしたけれど、のしかかられた身体はどうしても動かない。

「……奈々美さん、あなたと話したくて、僕はこの教室を選びました」

　光村さんが熱い声で、真っ赤に染まった私の耳たぶに囁いてくる。

「あなたに教えてほしくて、あなたと一緒に料理を作りたくて、この教室に通ったんです。それでも、僕ではダメなんですか？」

　切ない声が、私の耳を打つ。見上げれば、真剣な表情の光村さんの、すがりつくような瞳が私を見つめていた。

「初めは料理を教えてもらうだけでいいと、そう思っていたんです。でも、あなたの思いやりや、料理に対する真剣な姿勢に惹かれて、好きになって……お願いです、奈々美さん……」

「みつ、むらさん……」

　私は、返す言葉が思いつかない。

（私も、あなたのことが、好き）

　じわ、と押し殺した恋心がまたくすぶってくる。

（でも、こんなところじゃダメなのに……）

　いつもの仕事場で押し倒されている、その事実が私を素直にさせない。私は目をつむり、黙って首を振るばっかりだった。起きあがった光村さんは私の足首を持ち上げて、はいていた黒のスラックスを下着ごと取り去った。私は、はだけたブラウスと、地味なエプロンしかつけていない、そんな格好にさせられてしまう。

「こんなに濡れているのに、なんで、嫌がるんですか？」

「だ、だってぇ……」

　光村さんの指が、広げられた太ももの間を軽くなぞる。言われたように、私のそこは蜜を垂らし始めていて、やっぱり羞恥が湧き上がってくる。

「……わかりました、無理強いはしません」

　光村さんの言葉に、ほっとした私は、身体の力を抜いた。

「奈々美さんがおねだりをしてくるまで、……しませんので」

　言い切る言葉に、顔を上げて光村さんを見た。普段の優しげな笑顔とは違う、雄オスの顔。私の中が、ずくりと疼く。

（だめ。こんな、仕事場で、生徒さんとなんて。でも、光村さんは、私が好きで、私も光村さんが好きで……）

　考えがぐるぐる回って止まらない。どうしたらいいんだろう、逃げた方がいいのか、それとも。

　そんなことを考えていると、私の股間に何か冷たいものが垂らされる。途端にキッチンにまた、甘い香りが匂い立つ。

「……!?　だめ、そこは……っ!!」

　ハチミツまみれにされた女性器に、光村さんがむしゃぶりついた。硬くなったクリトリスをきつく吸われて、私の腰が跳ね上がる。舌で小陰唇をこじ開けられ、膣への入り口を舐められ、悲鳴のようなあえぎ声が次々と漏れてしまう。

「いや、いやぁ……」

　気持ちが良かった。ちゅ、ちゅ、と細かいリズムで尖りきったそこを吸われて、その度に電撃のような性感が私を貫く。ぐい、と秘裂を大きく広げられて、厚い舌で舐められると、私の奥の方から愛液が溢れ出てくる。

「ひ、ぃんっ！」

　クリトリスを潰されるように指で挟まれて、足が跳ね上がる。そのままぐちゅぐちゅと振動を与えられると、中がうねるのがわかった。

（ほしい）

　そんな考えが、ぼんやりした頭の中に浮かぶ。でも光村さんは、私の中には触れてくれない。口も舌も指も、外性器や内腿の付け根を刺激するだけで、膣内には挿入してくれない。

（ほしい、かき回してほしい、中を、乱暴に、ぐちゃぐちゃに、してほしい）

　いやらしい言葉が、頭の中に浮かんでは消えていく。

「……欲しいんですか？」

　冷たい声が頭の上から聞こえる。堅くつむった目を開ければ、光村さんと視線が合ってしまった。普段は優しげな眼鏡の向こうの瞳は、今は興奮しているのか、ケダモノみたいに光っていて、私の背筋にぞくぞくと興奮が走る。

「ち、違う、欲しくなんかぁ……っ、いやぁぁ……」

　否定したくて懸命に首を振るけれど、私の腰は何かを求めて、浮いて震えていた。

「強情ですね。おねだりするまで、差し上げられませんよ？」

　そんな言葉を低く囁かれて、私の中が期待するようにひくつくのがわかった。

「……素直になるまで、『こちら』を召し上がりますか？」

　濡れそぼった割れ目を、何かひんやりしたものがかすめた。

（な、何？）

　混乱しながら自分の股間を見ようと首を持ち上げるけれど、めくり上げられたエプロンに邪魔されて、どうしても見えない。

「……？　あっ、ああっ！」

　ぬる、とその冷たい何かが、私の亀裂を割り開いて潜り込んでくる。固い、冷たい、何か。

「や、やめてぇ……っ、抜いてくださいっ！」

「……ナニか、当てたら抜いてあげますよ？」

　光村さんが、私の耳元に囁いてくる。何を挿いれられているのか、私は必死に自分の膣を締め付ける。

「ひぃ、っ！　ああっ、あぁ……！」

　締め付けたところに、無理矢理、その何かが押し込まれる。膣の奥、子宮口に突き当たる辺りでそれは止まり、また抜き出され、押し込まれる。

「あ、あんっ、んっ、んっ！　だめ……ぇ……」

　ぐちゃぐちゃと、固いソレで胎内をかき回されるようにされ、私はぼやけた頭でやっと気づく。

（人参だ。人参で、犯されてる）

　ごつんごつんと奥を突き上げられて、快感が甘く重く腰に溜まっていく。

「に、人参です、っ、あ、だから、抜いてくだ、さい……っ！」

「奈々美さんはさすがですね。こちらの口でもわかるなんて」

　野菜なんかで犯されている。そんな現実と、のしかかってくる光村さんの重みと、いつもとは違う冷たく低い声。私の膣内が更に強く、挿入された人参を締め付け、イく寸前まで私は追い詰められる。

「あんっ！　ひ、ひあぁ……あっ、あぁー、あーっ？」

イく、と思った瞬間、私の中を虐めていた、その圧迫感が抜かれた。

「……当たりましたので、約束通り抜いてあげましたよ？」

　意地悪な光村さんの言葉。イく寸前だった私の肉穴は口を開け、物欲しそうに震えている。

「ばか、ばかぁ……、も……ぅ……」

「僕のが、欲しいでしょう？　こんなにひくつかせて」

　光村さんがまた追い詰めてくる。私はもう、限界だった。でも、ここで欲しいなんて言えない。

「ちがっ、欲しく、なんかぁ……っ！」

「……おねだりできるまで、もっと召し上がりますか？」

　光村さんは唇の端だけを上げると、調理台の上のオリーブ油を手にとり、私の股間に垂らす。

「つ、つめた……いぃ……」

「熱くしてさしあげます」

　また、光村さんが固い何かを私の股間に押しつける。

「……ひ、っ、ちが、そこ、違う、ちがうのぉ……！」

　ぐい、とお尻の穴に何かが触れて、それがオリーブ油の滑りと一緒に潜り込んでくる。人参よりも細く、表面がざらざらのソレ。私はすぐにわかってしまった。

「キュウリ、ダメです、挿いれないでっ！　お尻、だめぇ……!!」

「……かわいいです、奈々美さん……」

　抵抗しようにも、もう、力も入らない。光村さんは小さくつぶやくと、今度は前の穴にまた何かを挿入してくる。

「んぐ、ぐうっ、んん!!」

　太いソレが、膣口を割り開いて侵入してくる。太いつるつるとしたソレは、何かはすぐわかる。私はうわごとみたいに、ソレが何かを繰り返す。

「ナス、挿れちゃ、だめ……っ」

　お尻の穴にキュウリ、前の穴にナスを入れられて、そんな酷いことをされているのに、私の肉穴は挿し込まれた異物を締め付ける。動かして、ぐちゃぐちゃにして欲しいのに、また光村さんはすぐに抜いてしまう。

「よくできました。では、これは？」

　次に、前の穴に押し当てられたのはズッキーニで、今までの蹂躙で緩んでいたそこは、すんなりと奥まで飲み込んでしまった。

「んあぁっ！」

　固くて大きなズッキーニが膣壁を割り開いて、私の胎内に挿入される。太い先端でクリトリスの裏側を擦られると、頭の中に火花が散って、目の前がチカチカし始める。

「ひ、ひんっ！　ごりごり、だめ、だめぇ！」

　奥の奥、子宮口に突き当たるくらい押し込まれて、私の背中が限界まで反った。

「ナニが入ってるか、わかりますか？当てたら抜いてあげますから……」

　抜いて欲しい、でも抜いて欲しくない、イきたい。どうしたらいいんだろう、混乱しながら私は叫ぶ。

「ず、ズッキーニぃ、だめ、なのぉ！　お願い、イかせてください……っ！」

　私の哀願するような声に、光村さんの目が細くなる。ぬる、と愛液にまみれたズッキーニが抜かれて、次にもっと太い、デコボコした物がぴたりと膣口に当てられた。

「ひっ、いぃぃぃっ！！」

　ごり、と凄まじい圧迫感と一緒に、それが私の胎内をくまなく犯す。肉の穴は目一杯に拡がってそれを咥え込んで、ぎゅうぎゅうと締め付ける。

「無理、むりぃ、ゴーヤ、むり、ぃっ!!」

　唇の端から涎を垂れ流し、頭を激しく振る。拡張されきった媚肉がゴーヤを咥え込んで、後から後から愛液が滲み出してくる。光村さんは私の反応を見ながら、ゴーヤを動かし始めた。挿し込まれたままだったお尻のきゅうりと、前の穴のゴーヤが内側でゴリゴリ押しあって、私の気持ちいいところを全部えぐってくる。

「お、おぐぅ、らめぇ！　いく、いくぅっ!!」

　ねじ込まれたゴーヤの先端が私の最奥を犯し、私は痙攣しながら達してしまう。ぎゅうぎゅうと不随意に締め付ける肉襞が、ゴーヤのデコボコに刺激されて絶頂するのが止まらない。

「い、いっひゃった、から、も、らめ、らめ、イったから、も……ぅ……、うぐ、うぅーっ！」

　ぬる、とお尻の穴と膣から圧迫感が抜け出て、私は息を吐いた。野菜でぐちゃぐちゃにされたアソコに、熱いモノが押しつけられる。

「……奈々美さん、素直になってくださいね？」

　ささやかれた低い声は熱さをはらんでいて、私はそれだけでも達しそうになる。

（素直になる、って）

　私の中が、光村さんを求めてきゅんきゅんと締まり、愛液が溢れるように、膣口からにじみ出る。

（言わなきゃ、おねだり、しなきゃ）

「……ほしい、ほしいです、みつむらさんの、熱いの、ほし、い……」

「おねだり、してくれましたね」

　私は光村さんの首に手を回しながら、いやらしい言葉でねだった。光村さんは薄く笑うと、私の開ききった入り口に先端を当てて、一気に挿し貫いてくる。

「……あ？　あぁぁっ!!」

　ごり、と最奥まで一気に貫かれて、私はまたイった。のけぞりながらガクガク痙攣する身体を押さえつけられて、光村さんは叩きつけるように腰を使ってくる。

「ひぎ、ぃ！　いっひゃ、いってる、い、いぐ、いぐ……ぅっ！」

　イきっぱなしになっている私の胎内を、光村さんは容赦なくかき回す。亀頭が私の奥に突き入れられ、子宮の入り口に潜り込もうとする。緩んでいた子宮口はあっさり陥落し、押し込まれる先端にむしゃぶりついていく。肉の襞が待ち望んでいた陰茎に媚びるように絡み付き、離そうとしない。
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「あー、あーっ！」

　ぎゅうぎゅうと光村さんの逞しい背中にすがりついて、私は叫ぶしかできなくなっていた。大好きな光村さんの大きな身体が、私を押しつぶして犯してくる。

　もっと、めちゃめちゃに、して。

「ひもひ、ぃ、ひもひ、い、っ、みつむらしゃ、しゅき、しゅきぃ……！」

「僕も、大好きです、ななみさん、ななみさんっ！」

　光村さんの余裕のない声に、また追い上げられて私は絶頂する。大きな光村さんの熱いモノが、私の全部をえぐって犯して、頭の中が真っ白になっていく。身体がふわ、と浮く感じがして、胎内がうねって熱い肉棒を締め付けて、またイって、ぷつりと意識が途切れる。

「あ、あっ、あ、ひ、ひぁっ！　あぎ、いぐ、いぐ、い、っ……！！」

　途切れた意識は、また突き込まれる衝撃で戻されて、私は目の前の身体に必死でしがみつく。

　気持ち良すぎて、おかしくなる。

「ななみさん、出しますっ！」

　もうこれ以上入らないと思っていたその奥、子宮の内膜まで、灼熱は届いた。熱いしぶきが弾けて、精液を直に子宮にそそぎ込まれて、その刺激に、私は何度目かわからないほどの深い絶頂を迎えた。

「あ、あぁ……、っ、あ、あー、あーっ…………」

　私の意識は、暗闇に飲み込まれていった。暗くなる視界の中で最後に見えたのは、慈しむような光村さんの優しい目で、それを嬉しいと、そう思ったことだけは覚えている。




　いい匂いがする。トマトの煮える、いい匂い。

目を開ければ、見覚えのあるキッチンの、白い天井と照明が見えた。眠っていたのだろうか。まぶたを擦りながら顔を回すと、そこは仕事場のサブキッチンだった。並べられた椅子に私は横になっていた。

（なんで、こんなとこで）

　起きあがると、何かが股間から溢れて内腿を伝う感触がする。

（生理……は、まだ早いよね……？）

　ショーツははいている、服装も乱れていない。私は記憶をたどる。

「あっ!?」

　そうだ、私は、光村さんと。腿を伝うのは、彼の。

（光村さんの、精液だ）

　私は、さっきまでのことを全部思い出した。仕事場であんなことをしてしまった。思い出すと、股間がまた物欲しそうにぎゅっと締まる。

「……起きましたか？」

　低い声に私は振り向いた。そこにはいつもの光村さんが立っていて、ニコニコと優しそうな笑顔を浮かべている。

「あ、あの……」

　さっきのあれは、夢、だったのだろうか。椅子に座る私の前で、光村さんは膝をついて頭を低くする。

「……奈々美さん。その、先ほどは、とんでもないことをしてしまい、申し訳ないです」

　あれは、夢じゃなかったと、光村さんの台詞で確認する。土下座をするのか、と思うぐらい深々と頭を下げる彼の頭を、私は手を伸ばして撫でた。

「……その、びっくりしたけど、ええと、だ、大丈夫です」

　気持ち良かったので、と付け加えるのは止めたけど、私の顔は真っ赤になった。顔を上げた光村さんはほっとしたように表情をゆるめると、ぐっと私の手を握りしめる。

「……こんなことをしておいて、バカみたいですが、僕の大切な人はあなたです。奈々美さんに美味しい料理を食べて欲しくて、今日の個人レッスンも申し込みましたし、その、嫌でなければ、僕と交際をしてください！」

　頬を真っ赤にさせながら、情けない顔で告白してくる光村さんは、さっき私を襲ってきたケダモノではない、いつもの優しい光村さんだった。

「……はい」

　緊張で心臓がバクバク鳴って、今にも口から飛び出そうになる。なんとか返事をすれば、光村さんの表情がふにゃ、と緩んだ。

「私も、光村さんのこと、ずっと好きで。誤解していて、すみません……」

「いえ！　僕もはっきり言わなかった、ので……」

　もじもじと、二人で顔を見合わせる。甘ったるい空気が周囲に流れた。

　そこに、ＩＨコンロの警告音がピーピー鳴り始めた。

「あ！　大丈夫だったかな……」

　光村さんが慌ててスイッチを切って、鍋の中を覗き込む。何かを作っていたのだろうか、私も立ち上がって鍋を一緒に覗いた。

「あの、レシピを見ながら、出来そうなのだけ作っていたのですが……」

　そこには、トマトの野菜煮込み、ラタトゥイユが出来上がっていた。さっきからキッチンに漂っていたトマトのいい匂いはこれだったのか、と私のおなかが鳴る。

「……おなか、空きましたか？」

　その言葉にうなずくと、光村さんは食器を出してきて、出来上がったラタトゥイユを盛りつけてくれる。

「うまく出来たか、わかりませんけれども」

　恥ずかしそうに差し出してくるそれを受け取り、私は一匙を口に入れる。

「美味しい」

「良かったです！」

　嬉しそうな光村さんに、私は言葉を付け加える。

「……美味しいですが、一つまみ塩を足した方が野菜の味がはっきりしますね。あと、まだ煮込み不足なので、もう十分ほどとろ火で煮込みましょう」

　つい、講習のような口調になってしまい、光村さんが笑いだした。

「あはは、はい、がんばりますね、奈々美先生。あなたを笑顔にできるように、美味しい料理を作りたいです。どうぞご教授ください」

「あ、すいません！」

　気づいた私は慌てるけれど、光村さんはニコニコしているままだった。

「また、よろしければ個人レッスンをお願いしたいです。……今度は、僕の家で」

　きらり、と眼鏡の奥の瞳が光る。それはさっき見たのと同じ、ケダモノのような視線で、私の身体の奥がまた熱くなる。

「……喜んで」

　答える私の唇を、光村さんがゆっくりふさいでくる。私はその深いキスを受けながら、光村さんの言葉を思い出す。

『料理は、大切な人を笑顔にする』

　大事なことを思い出させてくれた、光村さんに私は感謝をしながら、その広くて大きな背中に腕を回した。二人の鼓動が融け合っていく感触が気持ちいい。

　私も、光村さんを笑顔にしたい。

　そう思いながら、私はぎゅっとしがみつき、優しく背中を撫でる。

（いつまでも、この人を笑顔にできますように）

　私はそう祈りながら、抱き返してくる太い腕を愛おしく思ったのだった。

★おわり★
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